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第１章 

 

地下水の基礎知識 
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     2.帯水層 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   2 
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1. 地下水の源は雨 
 

 地下水は雨が地面から地下に浸み込んだものです。農業に無くてはならない

地下水ですが、その量はその年の気象によって変化します。 

 

【解 説】 

 平地の地下には砂や礫、粘土などが分布しており、これを地層と言います。地

層の浅いところは柔らかく、深いところは硬く締まっており、もっと深くなると

固結した岩盤となります。山地では、岩盤が浅く分布しています。その中で、雨

や水田の水、川の水などが地下にしみ込み、地層の中に存在する水のことを地下

水と言います。水田の水も、川の水も、元は雨ですので、地下水の源は“雨”と

いうことになります。 

 雨の量は変化しますので、川の水と同様、地下水の量も季節や年によって変わ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 地層の中を流れる地下水（イメージ図） 

海や地面から蒸発した水は雲と

なり、雨になって地表に降り、農

地を潤しながら、川や地下水と

して流れて海に至ります。この

ように水は循環しています。 

断面線 

断面線を横から見た地

下の模式図です。地表か

ら浸透した水は、地下水

として海の方向に流れ

ます。地形の窪地などで

は地下水の一部が湧い

ている場所もあります。 

地下水位より上の
隙間は空気 

隙 間 を
流 れ る
地下水 

礫・砂などの土粒子 

土粒子と土粒子の隙間 

地下水位
▼ 
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基盤岩 

帯水層(砂層,
礫層など） 

地下水面 

水圧 

観測孔 

地表からの浸透 

不圧帯水層(上部に難透水層が無いの

で地下水は被圧されていません) 

被圧帯水層(地下水が難透

水層で被圧されています) 

難透水層のある範囲では地下

水は被圧されるので、観測孔内

の水位は地下水が分布すると

ころより高くなります 

難透水層(粘
土層など) 

観測孔 
▽ 

難透水層のない範囲

では、観測孔内の水

位は地下水面と同じ

高さになります 

帯水層の中で
地下水が分布
する範囲 

2. 帯水層 
 

 利用できる地下水の量が多い地層を帯水層と呼びます。帯水層には、被圧帯

水層と不圧帯水層があります。 

 

【解 説】 

(1)帯水層とは 

 地下水は、土粒子と土粒子の間や、岩盤中の割れ目などの、わずかな隙間の中

に存在しています。地下水は地下の土や岩石の隙間に広く分布しますが、その中

で隙間が大きく、他の隙間と繋がっているような地層が帯水層です。帯水層では

地下水が流れやすく、農業用に取水できる地下水の量も多くなります。 

 帯水層の例としては、固結していない砂や礫、空洞が発達する石灰岩、火山噴

出物で構成される地層などが挙げられます。地下水の基本的な情報ですので、そ

の場所での帯水層が何で構成されているかを把握しておくことが重要です。 

 

(2)帯水層の種類 

 帯水層には被圧帯水層と不圧帯水層の２種類があります。 

 被圧帯水層は、上下を粘土層や岩盤など地下水を通しにくい地層（難透水層）

で挟まれて地下水に圧力がかかっているため、観測孔内の水面は実際の地下水が

分布する範囲よりも高くなります。平野部や台地部の少し深いところに分布して

います。 

 不圧帯水層は地下水を通しにくい地層で挟まれていない帯水層で、周りの地下

水位と観測孔の水面は同じ高さになります。平野部や台地部の浅いところのほか

に、空隙が多い石灰岩地域に分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 被圧帯水層と不圧帯水層 


